廿日市市子連「子どもの手による子ども会」具現化　実践計画
１．はじめに
　平成13年に旧廿日市市で産声を上げた廿日市市子連ですが、組織運営も未熟な状態の中で平成の大合併を迎え、組織の形を整えることに多くの資源を費やさざるを得ませんでした。今もって執行部の力量不足は解決をしておりません。しかしながら、合併によって沢山の方々が市子連にご加盟を戴きより大きな可能性を手に出来たことは、大変な喜びです。

山積する課題への取り組みは、まだまだの感を否めませんが、合併作業を皆さんの前向きな努力を戴いて新生廿日市市子連として新しい歩みを始められることに、あらためて感謝申し上げます。

ここで初心に返って設立趣意書に示しました。市子連運動の意義をみつめたいと思います。『子ども自ら意思決定と規範をもち行動する「子ども社会」が喪失しています。この大人が破壊した「子ども社会」を21世紀の視点での再構築を支援・育成することを最大の狙いとして「廿日市市子ども会育成連絡協議会」（以下市子連と呼称）を設立したいと思います。』（設立趣意書抜粋）
これは、平成11年度から始まった、全子連の提唱する「全国子ども会五カ年計画」へ応えていこうとするものでした。現在は、21世紀への子ども会ビジョンに示された「しなやかな子ども」を具現化するために、「第二次全国子ども会五カ年計画」が展開中です。
廿日市市子連としても”しなやかな子ども”が育つ子ども会を具現化するために、実践計画を提唱いたします。

　「しなやかさ」とは、上品な様、弾力に富んでたわむ様、優美さなどを意味すると伴に、違いを受入持ちこたえる力、柔軟な思考力、挫折を乗り越える力などを身につけた、たくましい状態と考えられています。
　この様な姿を描きながら、自分の個性を育み、広くゆったりした心で、相手の考えや意見をしっかり聞き、違いや長所を受け入れて人間関係をつくり、伴に成長し合う「しなやかさ」を持った子供を育てたいものです。

２．「子ども（子ども会）の決定権を確保する」（活動目標1）
　子どもの手による子ども会「促す」・「見守る」・「任せる」をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(キーワード),手がかり)に育成しよう
　”大人に頼らない子ども会活動”を推進する。
「信頼こそ子どもへの最大の贈り物」と言える大人と子どもの関係をつくる。
　子ども達は、自分の考えで遊んだり活動したりする純粋で素晴らしい力を持っています。
その力を使って出来ることに喜びを感じ、成長していきます。しかし、大人が子どもへ一方的に「～させる」と言う気持ちを捨てて接し、子どもを信じきり、まかせきり、支援者に徹しなければ、子ども達の意欲的で未知数の多くの芽を摘んでしまうことになります。

「参画のはしご」

　国連子どもの権利条約（1989年採択）によって、地球的課題の一つとして認識されるようになった子どもの参加の権利が、具体的にはどのようにしたら現実のものとなるのか、という点について多くの事例とともにその原理と方法論を具体的に示したロジャー・ハートが提起した「参画のはしご」を紹介致します。子ども会活動を推進する上で参考にして頂ければ幸甚です。
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［解説］

１．操り参画・・・「欺き参画」ともいう。取材などで画面に子どもの絵が欲しいために、子どもをお菓子でつって画面に登場させ、視聴者には「子どもも参加していますよ」というメッセージを送るような場合。 
２．お飾り参画・・・子どもをだましてはいないが、子ども自身は意味を分かっていない場合。デモ行進などで子どもに「原発反対」と書いたＴシャツを着せているような場合。 
３．形式的参画・・・「子ども議会」などでよくあるケース。子どもに市長に質問させる。しかし、質問項目のシナリオが与えられていて、事後もそのことを取り上げないような場合。 
以上、１～３は子どもが十分意味を分かって参画していないので、参画とはいえない。 
４．与えられた役割の内容を認識した上での参画・・・そのプログラムについて意見を言ったり決定に参加することはできないが、ともかく何のためにやっているかは子どもは分かっている。学校が行う街頭募金活動などによく見られる。また、子ども歌舞伎などの伝統行事にもよくあるケース。 
５．大人主導で子どもの意見提供ある参画・・・子どもは少なくとも意見をいうことはできる。決定権は大人が握っている場合。 
６．大人主導で意思決定に子どもも参画・・・子どもは意見を言い、最終的な決定を大人と子どもと共同で行うケース。 
７．子ども主導の活動・・・子どもが企画し、運営し、評価をする。学園祭などの出し物ではこのケースがよく見られる。子どもの普段の遊びはほとんどがこれに相当する。 
８．子ども主導の活動に大人も巻き込む・・・学園祭で子どもたちが寸劇を作り、ある場面に先生にも出てもらうようなケース。ハートの参画論は、子ども主導の活動よりも、大人を巻き込む活動を上位に置いていることに特徴がある。
ハートは８段階目をめざして欲しいが、ケースによって４以上であればよい、とも言っている。３以下の「非参加」は絶対に避ける必要がある。 

２．ジュニア・リーダー育成五カ年計画の策定

・「ジュニア・リーダー育成会」を組織

市子連、県子連、中四国等で実施されるジュニア・リーダー研修会等の情報を会員に提供する。

・ジュニア・リーダー先進地域との交流

　ジュニア・リーダー達が活発に活動している地域への視察や指導者を招き交流をする。
・「中学生・高校生の地域自主活動組織」をつくる。
　子ども会は、各年代層の地域における「育ち」を支援し、地域の人づくり・ネットワークづくりの中核となる。
　ジュニア・リーダー倶楽部の設立を助成していく。

【参　考　資　料】おおいたジュニアリーダーひろば「学習ページ」より

ともにあるジュニアリーダー

①     リーダーの誇り

私たちは、年齢が上がるにつれて「～ほしい」という気持ちから「～してあげよう」「～してあげたい」という感情が芽生えてきます。幼少の頃は、「お兄ちゃん遊んで、これ買って」と要求ばかりしていますが、徐々に「ちいさい子の面倒を見てあげたい、一緒に遊ぼうね」と奉仕する感情が芽生えてきます。ちょうど中学1年生の頃は、「～してほしい」と、「～してあげたい」が入り混じっている状況でしょう。そんな時にジュニアリーダーとして年少の子をリードすることは大変すばらしいことです。

　さあ、自分自身の可能性を求めて第一歩を踏み出したみなさん、自信と誇りを持ってこの活動を続けましょう。

②     リーダーの資質

リーダーはドラえもんです。困ったことがあると相談にのってあげます。いつも解決してくれるとは限りません。最後は「のび太くん」自身の力でのりこえるのです。失敗するのび太くんを支え、勇気を与えます。未来に向かう子ども達と夢を持ち、しっかりと目標を決め、行動力のある人がリーダーです。リーダーは記録を残し、子ども達の評価をきちんとできる人でなくてはいけません。またリーダーはグループを育てることがとても重要です。リーダーはやさしく接して子ども達にしっかりと反応しなければいけません。

③ ジュニアリーダーの心構え

ジュニアリーダーは、子ども会会員の良き遊び相手であり話し相手であり、子ども達の意見を大人の人達に伝えたり、また大人の達の考えを子ども達に伝える大きな働きを持っています。したがってジュニアリーダーは、子ども会の中で次のような任務を受け持つことになります。

・ 指導し、　・行事などを計画し、　・その場にあたって指導し、　・よいことを誉め、　

・刺激し、

・ 時には相談にのり、　・進んで助力し、　・一歩離れて観察し、　・反省評価し、　

・連絡を密にすること

などです。ここで大切なのは、常に子ども会とともに行動し、会員の世話をする人であるということです。

そこで、ジュニアリーダーとして特に心がけなければならないことは、

（1）直接子ども会で歌を歌ったりゲームを一緒にしながら、子ども会活動をリードする

場にあること

（2）いつもお兄さんでありお姉さんであって、子ども達のよき友達であること

（3）子どもが好きで、いつもみんなと一緒に行動できる身軽な人であること

（4）いつも子ども達から学び取る努力をする人であること

（5）どの子に対しても、公平に扱うよう努力をする人であること

（6）班や会の中の子どもを一人ひとり観察して、よく知っている人であること

などです。さらに考えなければならないことは、このリーダーの仕事は、決して子ども達や子ども会のためばかりではなく、自分自身のためになるということです。

④ ジュニアリーダークラブの運営と活動

　ジュニアリーダークラブを運営するのには、役割があり、そのグループに所属する充実感があり、協力的にメンバーがいろいろなことに参画することが求められます。しかし協力といってもことばは簡単ですが、おせっかいになったり、無視していると思われたり、自分の行動が相手に素直に届かないこともあります。クラブ運営の基本は何かということを自分達で話し合ってみる必要があります。

・組織や会則の作り方　　・話し合い活動の意義と会議や討議の方法　　

・プログラムの立て方

・予算や決算のやり方　　・レクリエーションの意義と指導方法　　

・調査や記録の仕方や利用法

・広報活動や連絡のとり方　　・評価、反省の仕方　　・集会の開き方と運営の経験　

・他のグループや機関との連絡方法　　・グループ活動の正しいあり方の理解と経験

・野外活動、特にキャンプの意義と経験　　・その他の行事活動の効用と理解などです。

　ジュニアリーダークラブに所属するメンバーは、子ども会活動を盛んにするため、子どもの希望や考え方、興味や関心を持つ事項をよく調べるなど運営に必要なことをいろいろと学習をします。それらの学習を通して、リーダー自身も成長することから研さん活動はとても大切です。

　クラブで学習したリーダーは、子ども会の依頼を受け、役員会や班長会議に参加し助言をしたり、集いなどでゲームやダンス、ソングのリードをします。適切な助言やリードをするためには日頃から子ども会の運営や子どもの実態をよく研究しておくようにします。時にはメンバーの一員となり一緒に行動したり楽しむことも必要です。

　またジュニアリーダークラブの一員として見識を深めたり、経験を積むため各地域のジュニアリーダークラブと交流、交歓会を持ちます。子ども会が子どもの手で進むようにするため、他のＪＬＣでの活動や学習内容などを学び合います。交流、交

歓のあとまとめをし、次の機会に役立てるようにします。

⑤ ジュニアリーダーへの期待

私達は、期待されていると感じると意欲的になります。しかし過度の期待には、それに応えようとするプレッシャーとなって萎縮してしまうということもあります。期待されていたのに、上手に運営ができなかったことを苦にしてクラブから離れていく人もいます。周りからの期待されるという視点ではなく、自分が期待していることが期待通りに実現しないこともクラブを離れることになります。

　ジュニアリーダー活動を継続していく・継続させるポイントはこの期待にあるようです。

（1）ジュニアリーダーとしての期待に応えて

　ジュニアリーダーになって、子ども達の前に立ち、会の運営が上手にいったとき、「期待以上の運営だったよ」などと評価されます。本当に良かったと思える場面です。表彰などを受ければ、具体的な評価として感慨深いものがあるでしょう。期待に応えるためには、プレッシャーがありますが、そのプレッシャーを自己成長のための課題と考えるとよいでしょう。

（2）ジュニアリーダー自身が期待する

　活動をすることが大好きで、子ども達と一緒にいることが大好きなどが、ジュニアリーダーの特徴です。明るい積極的な人がリーダーに向いています。そのような元気な子ども達は、大人としばしば対立します。自分の期待通りに物事が進まないことがあります。そんな時に、子ども会はだめだと思わずに自分への課題と考えてほしいのです。育成会役員への説明が十分ではなかったのではないか、子どもの気持ちをくみ上げてなかったのではないかと新たな自分の課題が見つかったと考え、前向きになってほしいのです。

⑥ ともにあるジュニアリーダー

　ジュニアリーダーは、「共に育つ」を合言葉にしています。子どもと一緒に育っていく存在であることを意味しています。それは学習の途中であり、活動が自己の成長に役立つからです。

　その前提となるのが、子どもの目線でものを見ることです。子どもと目線を同じ高さに具体的にすることです。ハイキングに行ったとき、すばらしい景色だったと感じたジュニアリーダーが、小さな子どもに「きれいだったね」と聞いたとき、「草ぼうぼう」と応えられ、子どもの目線まで自分が降りていなかったことを恥ずかしく思いましたというジュニアリーダーの記した作文がありました。このリーダーは気がついたから、これからは子どもの目線になって物事を考え、具体的に目を下げてみることでしょう。あなた方が楽しんでいるレクリエーションやゲーム、ダンスは、果たして子どもの目線になって考えているといえるでしょうか？

　このようにすると、今まで見えなかったことが見え出します。小さいときにやった「せっせっせ」で相手のペースに合わせていた自分がいたことに気がつきます。自分さえできればよいとする考え方ではなく、一緒に一つのものを作り上げるといった感覚だったことを思い出します。これがともにある自分(ジュニアリーダー)です。

　ともにある自分。相手とともにある自分こそ、共に育つ基盤です。さあ、自分を見つめなおして立派なジュニアリーダーになりましょう。

　　　　全子連発行『子ども会Ｓｔｅｐ Ｕｐ for Junior Leader’s』より抜粋
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